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株式市場の動き

 先週の日本株式市場（日経平均株価）は、前週末
比で上昇となりました。週初は朝鮮半島情勢が緊
迫化し、運用リスクを回避する売りに押されまし
た。29日（火）は一時約4ヵ月ぶりの安値をつけ
ました。しかし、週央から週末にかけては、良好
な経済指標を受けた米株式市場の上昇により、3
日続伸となりました。（週末引け値：19,691.47
円）

 週間では、日経平均株価は1.23％の上昇、東証株
価指数は1.42％の上昇でした。

（1）日本の株式・債券市場
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週間市場レポート
（2017年8月28日～9月1日）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

債券市場の動き

 先週の日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比
で小幅に低下となりました。北朝鮮情勢の緊迫や米
政権運営の先行き不透明感、日経平均株価の上昇等
を受けて、週を通じて一進一退の展開となりました。
週末は、日銀が実施した国債買い入れオペが需給の
引き締まりを意識させる結果となり、債券は買われ
ました（利回りは低下）。（週末引け値：－
0.001％）

 週間では、0.020％の下落となりました。

（審査確認番号H29-TB235）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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市場の動き

 先週の米国株式市場（ＮＹダウ）は、前週末比で小
幅に上昇となりました。良好な米経済指標を受けて、
米経済への楽観的な見方が広がったことや原油価格
の上昇等を受け、週を通じて概ね上昇となりました。
（週末引け値：21,987.56ドル）

 週間ではNYダウは0.80％の上昇となりました。

（2）米国の株式市場

（3）外国為替市場

市場の動き

 先週の米ドル/円相場は、前週末比で小幅に円安米
ドル高となりました。北朝鮮のミサイル発射を受け
たリスク回避や、相次ぐ良好な米経済指標等を受け
て、週を通じて一進一退の展開となりました。週末
は、米長期金利の低下を受け、日米金利差縮小を意
識した円買い米ドル売りが入った一方、米雇用統計
の発表を控え持ち高調整の円売りに押されました。
（週末引け値：110円20銭～30銭）

 週間では米ドル/円は0.81％の円安、ユーロ/円は
0.28％の円安となりました。

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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